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７５歳以上の医療費負担の原則２割化反対 

保険料引き下げを求める請願署名 
   

すでに 2018 年末までに 2 割に引き上げられている 70 歳から 74 歳までの医療費窓口負担を 2020 年から

団塊の世代が後期高齢者になりはじめることに伴い、政府は世代間の公平を確保することを目標に、75 歳以上の

医療費負担を原則 2 割とする議論を審議会で開始しています。さらに政府は 2020 年の「骨太方針(経済財政運

営と改革の基本方針)」で改革の方向性を明記し、2021年の通常国会で法改正をめざすことになっています。 

 厚生労働省の調査では、今年 4 月の生活保護利用世帯のうち 55%が高齢者世帯であることが報告されていま

す。この要因は、消費税増税と物価上昇の一方、「マクロ経済スライド」が導入された年金の給付水準削減が一因で

す。そのことにより高齢者の生活は年々厳しくなってきています。 

 そんな中、75 歳以上を対象にした後期高齢者医療制度は、医療費給付と保険料が連動することになっており、

75 歳以上の人口が増え医療給付が増えれば自動的に保険料は値上がりします。そのため、制度導入以後 5 回の

保険料値上げが実施されています。そんな中、保険料滞納者への滞納処分も増えています。 

 後期高齢者の医療費窓口負担 2割化と保険料の値上げは、高齢者の生活と健康を守る上で大きな影響を及ぼし

ます。 

ついては以下請願します。 

《請願事項》 

1． 75歳以上の医療費の窓口負担を 2割にしないでください 

2． 後期高齢者医療制度の保険料を引き下げてください 
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<呼びかけ団体> 

中央社会保障推進協議会 

東京都台東区入谷 1-9-5-5F   03-5808-5344 

全日本年金者組合 

 東京都豊島区南大塚 1-60-20  03-5978-2751 

日本高齢期運動連絡会 

 東京都中野区中央 5-48-5-504 03-3384-6654 


